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は
じ
め
に

　

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
を
迎
え
た
。
筆
者
は
、

い
よ
い
よ
道
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
、
泊

原
発
一
号
機
か
ら
三
号
機
が
全
停
止
に
な
っ
た
時
の
北
海

道
電
力
の
供
給
力
は
ど
う
な
る
か
を
考
え
る
年
が
来
た
、

と
思
っ
て
い
る
。

　

と
言
う
の
も
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
政
府
の
内
閣
官
房

国
家
戦
略
室
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
が
、
定
期
検
査
後

の
原
発
（
道
内
で
は
泊
原
発
１
号
機
と
２
号
機
）
を
再
起

動
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
二
〇
一
二
年
夏
の
北
電
の
原

発
か
ら
の
供
給
を
ゼ
ロ
（
泊
３
号
機
も
停
止
）
と
し
て
、

電
力
需
給
の
見
通
し
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
だ
（『
当
面

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
安
定
策
～
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
改
革
の

先
行
実
施
』、
二
〇
一
一
年
七
月
二
九
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
会
議
決
定
。
別
添
１
「
⑵
電
力
各
社
の
当
面
の
電
力

需
給
と
電
源
別
供
給
力
」
一
八
頁
参
照
）。

　

北
電
は
当
然
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
が
想
定

し
た
原
発
が
再
起
動
し
な
い
場
合
の
電
力
需
給
を
念
頭

に
お
い
て
対
処
策
を
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
最
大
出
力

九
一
・
二
万
㌔
㍗
を
超
え
る
発
電
量
を
出
力
し
て
い
る
泊

原
発
３
号
機（
１
）
は
、
昨
年
の
一
月
か
ら
定
期
点
検
に
入
り
、

震
災
直
前
の
三
月
上
旬
か
ら
調
整
運
転
に
移
行
し
、
震
災

と
福
島
原
発
事
故
の
た
め
そ
の
後
は
実
質
的
に
は
営
業
運

転
と
い
え
る
調
整
運
転
を
続
け
、
営
業
運
転
が
正
式
に
認

可
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
一
年
八
月
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と

次
の
定
期
検
査
の
時
期
は
実
質
的
な
営
業
運
転
を
始
め
た

三
月
か
ら
で
は
な
く
、
営
業
運
転
を
認
め
ら
れ
た
八
月
か

ら
一
三
カ
月
後
の
二
〇
一
二
年
九
月
と
考
え
る
だ
ろ
う（
２
）
。

　

さ
ら
に
、
福
島
原
発
事
故
の
影
響
で
定
期
検
査
に
入
っ

た
ま
ま
長
期
間
停
止
状
態
に
な
っ
て
い
る
泊
１
号
機
と
２

号
機
に
つ
い
て
、
北
電
は
二
〇
一
二
年
春
か
ら
再
起
動
さ

せ
る
た
め
、二
〇
一
一
年
一
二
月
、ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
（
耐

性
評
価
と
も
い
う
）
の
一
次
評
価
結
果
報
告
書
を
経
産
省

原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
提
出
し
、
現
在
は
数
カ
月
か
か

る
安
全
・
保
安
院
の
裁
定
待
ち
で
あ
る
。
内
閣
の
長
で
あ

る
野
田
首
相
は
停
止
中
の
原
発
（
１
号
機
と
２
号
機
）
の

再
起
動
に
対
し
て
ど
う
判
断
す
る
の
か
、
原
発
に
厳
し
い

目
を
向
け
て
い
る
道
民
は
ど
う
反
応
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
今
春
以
降
、
泊
原
発
１
号
機
か
ら
３
号
機
の
稼

働
は
不
透
明
だ
と
考
え
る
。
さ
れ
ば
、
原
発
な
し
の
北
電

の
電
力
供
給
力
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

稿
の
目
的
は
そ
れ
を
考
え
る
一
つ
の
材
料
を
提
供
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

以
下
、
１
「
原
発
な
し
の
北
電
の
供
給
力
」
の
基
礎
数

を
ど
こ
に
求
め
る
か
、
２
「
そ
の
供
給
力
で
二
〇
一
二
年

四
月
以
降
の
各
月
の
需
要
を
賄
え
る
か
」、
３
「
賄
え
な

い
場
合
は
ど
う
す
る
か
」
と
三
つ
の
項
を
立
て
論
を
進
め

る
。

北
海
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
考
え
る

原
発
な
し
の
北
電
の
電
力
供
給
の
試
算

　

坪　

井　

主　

税
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１
「
原
発
な
し
の
北
電
の
供
給
力
」
の
基
礎

　
　
数
を
ど
こ
に
求
め
る
か

　

⑴　

北
電
自
前
の
供
給
力
と
そ
の
他
の
供
給
力

　

一
般
的
に
、「
北
電
の
供
給
力
」
と
書
い
て
あ
れ
ば
、「
北

電
自
前（
自
社
）の
発
電
源
か
ら
の
供
給
力
」と
理
解
す
る
。

し
か
し
そ
れ
は
誤
り
で
、
正
し
い
理
解
は
「
北
電
自
前
の

供
給
力
と
北
電
が
北
電
以
外
の
電
気
事
業
者
な
ど
か
ら
入

手
（
買
電
）
し
た
『
そ
の
他
の
供
給
力
』
を
合
わ
せ
た
供

給
力
」
と
い
う
こ
と
だ
。「
原
発
な
し
の
北
電
の
供
給
力
」

を
求
め
る
た
め
に
、「
北
電
自
前
の
発
電
源
か
ら
の
総
最

大
出
力
」
そ
し
て
「
そ
の
他
の
供
給
力
」
の
中
味
を
確
認

し
て
お
こ
う
。

　

北
電
が
公
表
し
て
い
る
北
電
自
前
の
総
最
大
出
力
は

七
四
二
万
二
〇
八
五
㌔
㍗
。
こ
の
う
ち
泊
原
発
三
機
分
が

二
〇
七
万
㌔
㍗
で
、
残
り
の
五
三
五
万
二
〇
八
五
㌔
㍗
が

原
発
以
外
の
発
電
源
分
だ
。
原
発
以
外
の
内
訳
は
、
水
力

一
二
三
・
六
万
㌔
㍗
、
火
力
四
〇
六
・
五
万
㌔
㍗
、
地
熱

五
万
㌔
㍗
、
太
陽
光
〇
・
一
万
㌔
㍗
（
後
掲
・
表
１
「
北

電
自
前
の
発
電
源
と
そ
の
最
大
出
力
一
覧
」
参
照
）。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
発
電
源
の
う
ち
水
力
と
火
力
発
電

設
備
は
、水
量
の
多
少
や
溢
水
（
水
を
無
駄
に
流
す
こ
と
）

状
況
、
ボ
イ
ラ
ー
の
調
整
運
転
な
ど
の
条
件
が
あ
っ
て
、

常
時
最
高
出
力
の
発
電
を
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
実
態

に
合
わ
な
い
。
例
え
ば
二
〇
一
一
年
四
月
～
九
月
の
六
カ

月
間
の
平
均
設
備
利
用
率
と
そ
れ
を
最
大
出
力
に
掛
け
た

単
純
計
算
上
の
平
均
発
電
量
を
求
め
る
と
、
水
力
の
設
備

利
用
率
は
四
七
・
四
％
な
の
で
平
均
発
電
量
は
五
八
・
六
万

㌔
㍗
。
火
力
は
同
四
三
・
七
％
、
同
一
七
七
・
六
万
㌔
㍗
と

な
る（
３
）
。
し
た
が
っ
て
、
五
三
五
・
二
万
㌔
㍗
が
純
然
た
る

「
原
発
以
外
の
北
電
自
前
の
供
給
力
」
で
は
な
い
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
お
き
た
い
。

　

次
に
、「
そ
の
他
の
供
給
力
」
は
二
種
類
あ
る
。

　

一
つ
は
、
北
電
の
子
会
社
で
あ
る
「
北
海
道
パ
ワ
ー
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）」
や
「
ほ
く
で
ん
エ
コ
エ
ナ
ジ
ー

（
株
）」、あ
る
い
は
「
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
電
源
開
発
（
株
）

ジ
ェ
イ
パ
ワ
ー
）」
や
「
北
海
道
企
業
局
（
公
営
企
業
）」

の
よ
う
に
、
所
有
す
る
水
力
・
火
力
・
風
力
そ
の
他
の
発

電
設
備
か
ら
の
発
電
電
力
の
す
べ
て
ま
た
は
一
部
を
北
電

に
供
給
（
売
電
）
し
て
「
北
電
の
供
給
力
」
の
一
部
を
な

し
て
い
る
も
の
。
た
だ
し
、
個
人
家
庭
で
太
陽
光
発
電
設

備
か
ら
余
剰
電
力
を
北
電
に
売
電
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、
そ
の
累
積
数
値
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

二
つ
め
の
そ
の
他
の
供
給
力
は
、
北
電
が
新
た
に
北
電

の
供
給
力
を
増
強
・
補
填
す
る
た
め
に
入
手
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、「
予
備
用
」
と
い
っ
て
も
い
い
も
の
な

の
で
、
最
後
の
項
で
触
れ
た
い
。

　

⑵　

北
電
へ
電
力
供
給
し
て
い
る
事
業
者

　

で
は
、一
つ
め
の
そ
の
他
の
供
給
力
に
挙
げ
た
事
業
者
、

北
電
へ
の
供
給
量
な
ど
を
み
て
み
よ
う
。

　

①
北
海
道
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　

北
電
が
七
五
％
出
資
し
て
い
る
北
電
の
子
会
社
。
最
大

出
力
二
五
万
㌔
㍗
の
苫
小
牧
共
同
火
力
発
電
所
所
有
。
発

電
量
す
べ
て
を
北
電
に
供
給
。
経
産
省
北
海
道
経
済
産
業

局
の
「
総
発
電
電
力
量
実
績
（
卸
電
気
事
業
者
・
火
力
の

項
目
）」
の
統
計
数
値
を
も
と
に
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
八
、

二
〇
〇
九
年
度
の
年
間
平
均
設
備
利
用
率
お
よ
び
単
純
計

算
上
の
年
間
平
均
発
電
量
を
算
出
し
て
み
る
。
〇
七
年
度

は
設
備
利
用
率
六
〇
％
で
、
年
間
平
均
発
電
量
は
一
五
万

㌔
㍗
。〇
八
年
度
は
同
五
五
・
四
％
で
、同
一
三
・
八
万
㌔
㍗
。

〇
九
年
度
は
同
二
四
・
八
％
、
同
六
・
二
万
㌔
㍗
で
あ
る
。

た
だ
し
、
二
〇
一
〇
年
度
の
年
間
平
均
設
備
利
用
率
お
よ

び
年
間
平
均
発
電
量
は
不
明（
４
）
。

　

②
ほ
く
で
ん
エ
コ
エ
ナ
ジ
ー

　

北
電
が
一
〇
〇
％
出
資
し
て
い
る
北
電
の
子
会
社
。

一
七
カ
所
の
中
小
水
力
発
電
所
を
所
有
、
そ
の
総
最
大
出

力
は
約
六
・
一
万
㌔
㍗
（
表
２
参
照
）。
年
間
平
均
設
備
利

用
率
お
よ
び
年
間
平
均
発
電
量
は
不
明（
５
）
。

〈表２〉ほくでんエコエナジーの水力発電所と
　　　　 その最大発電量（出力）一覧

 （注　北電 「有価証券報告書 （平成２２年４月１日～平成２３年３
月３１日）」 （p.19） は 「平成２３年３月３１日現在ほくでんエコエナ
ジー水力発電所数１７、 最大出力６０，５４７ｋ W」 とし、 「ほくでん
エコエナジー （旧北海水力発電（株）の概略）」 （サイト） では札
幌市との共同事業 「藻岩浄水場水力発電所 （４００ｋ W）」 を含
め 「１８カ所 （約６．１万ｋ W）」 としている。 筆者は北電有価証券
報告書の発電所数を採用。
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③
Ｊ

－

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
電
源
開
発
）

　

国
内
最
大
の
「
卸
電
気
事
業
者
」（
６
）の
一
つ
。
道
内
に

一
〇
カ
所
の
水
力
発
電
所
を
所
有
し
、
そ
の
合
計
最
大
出

力
は
二
一
・
六
万
㌔
㍗
（
表
３
参
照
）。
先
の
道
経
産
局
の

統
計
（「
卸
電
気
事
業
者
・
水
力
」
の
項
目
）
か
ら
割
り
出

せ
ば
二
〇
一
〇
年
度
の
年
間
平
均
設
備
利
用
率
は
五
七
・
二

％
で
、
単
純
計
算
上
の
年
間
平
均
発
電
量
は
一
二
・
四
万

㌔
㍗
で
あ
る
。

　

Ｊ

－

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
一
〇
〇
％
出
資
の
子
会
社（
株
）ジ
ェ

イ
ウ
ィ
ン
ド
は
道
内
に
三
カ
所
の
風
力
発
電
所
（
苫
前

ウ
ィ
ン
ビ
ラ
三
万
六
〇
〇
㌔
㍗
、
島
牧
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
四
五
〇
〇
㌔
㍗
、
瀬
棚
臨
海
一
万
二
〇
〇
〇
㌔
㍗
）
を

所
有
し
、
他
社
と
共
同
出
資
の
（
稚
内
）
さ
ら
き
と
ま
な

い
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
一
万
四
八
五
〇
㌔
㍗
も
所
有
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
風
力
発
電
の
北
電
へ
の
電
力
供
給
量
は
不

明（
７
）
。

　

④
北
海
道
企
業
局
（
公
営
企
業
）

　

北
海
道
の
公
営
企
業
。
八
カ
所
の
水
力
発
電
所
を
所
有

し
、八
発
電
所
の
最
大
出
力
合
計
は
七
万
九
四
〇
㌔
㍗（
表

４
参
照
）。
民
間
譲
渡
を
検
討
中
、
二
〇
一
〇
年
二
月
か

ら
二
〇
一
九
年
ま
で
の
一
〇
年
間
北
電
へ
の
電
力
供
給
を

行
う
契
約
を
結
ん
で
い
る（
８
）
。

　

二
〇
一
〇
年
度
の
年
間
設
備
利
用
率
と
単
純
計
算
上

の
年
間
平
均
発
電
量
は
四
八
・
八
％
、
三
・
五
万
㌔
㍗
。

二
〇
一
一
年
四
月
～
一
一
月
の
平
均
設
備
利
用
率
と
平
均

発
電
量
は
六
四
・
八
％
、
四
・
六
万
㌔
㍗
と
な
っ
て
い
る（
９
）
。

　

⑤
北
電
と
一
定
量
の
電
力
を
供
給
す
る
契
約
を
結
ん
で

　
　

い
る
独
立
系
発
電
事
業
者

　
（IPP、  Independent Pow

er Producer

）

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
説
明
に
よ
れ

ば
「
平
成
七
年
の
電
気
事
業
改
革
に
伴
っ
て
、
一
般
電
気

事
業
者
に
電
気
を
供
給
す
る
卸
電
気
事
業
者
（
電
源
開

発
）
以
外
の
者
で
、
一
般
電
気
事
業
者
（
北
電
）
と
一
〇

年
以
上
に
わ
た
り
一
〇
〇
〇
㌔
㍗
超
の
供
給
契
約
、
も
し

く
は
、
五
年
以
上
に
わ
た
り
一
〇
万
㌔
㍗
超
の
供
給
契
約

を
交
わ
し
て
い
る
者
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
（1
（

。
契
約
の

更
新
は
二
〇
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

以
下
に
示
す
Ｉ
Ｐ
Ｐ
は
現
在
も
北
電
に
供
給
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
北
電
へ
の
供
給
量
は
固
定
で
五
社
合
計

二
四
・
七
四
万
㌔
㍗
。

　

ⓐ
新
日
本
製
鐵
（
株
）
室
蘭
工
場
―
自
家
用
火
力
発
電

（
最
大
出
力
一
二
・
五
万
㌔
㍗
）
か
ら
一
〇
万
㌔
㍗
を
北
電

に
供
給
。

　

ⓑ
日
本
製
紙
（
株
）
釧
路
工
場
―
自
家
用
火
力
発
電
（
最

大
出
力
八
・
八
万
㌔
㍗
）
か
ら
八
万
㌔
㍗
を
北
電
に
供
給
。

　

ⓒ
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
旧
新
日
本
石
油
精

製
）（
株
）
室
蘭
工
場
―
自
家
用
火
力
発
電
（
最
大
出
力
九
・

九
万
㌔
㍗
）
か
ら
五
万
㌔
㍗
を
北
電
に
供
給
。

　

ⓓ
出
光
興
産
（
株
）
北
海
道
精
油
所
（
苫
小
牧
市
）
―

自
家
用
火
力
発
電
（
最
大
出
力
七
・
七
万
㌔
㍗
）
か
ら
一
・

五
万
㌔
㍗
を
北
電
に
供
給
。

　

ⓔ
三
菱
電
機
（
株
）
―
奥
尻
島
と
礼
文
島
の
二
つ
の

自
家
用
火
力
発
電
所
か
ら
各
〇
・
一
二
万
㌔
㍗
、
計
〇
・

二
四
万
㌔
㍗
を
北
電
に
供
給
。
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⑥
北
電
に
一
定
量
の
電
力
を
供
給
す
る
自
家
発
電
所
所

　
　

有
の
企
業

　

前
記
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
と
は
異
な
り
、
北
電
と
の
歴
史
的
な
つ

な
が
り
か
ら
小
規
模
で
あ
る
が
電
力
供
給
す
る
企
業
で
、

日
高
管
内
様
似
町
に
あ
る
日
本
電
工
の
日
高
工
場
が
一
例
。

　

同
社
は
、か
つ
て
幌
満
川
水
力
発
電
（
株
）
だ
っ
た
頃
、

の
ち
に
北
電
に
統
合
さ
れ
る
日
高
電
灯
に
売
電
し
、浦
河
、

様
似
、
襟
裳
地
域
の
電
力
を
賄
っ
て
い
た
。
現
在
、
日
高

工
場
は
発
電
・
合
金
鉄
・
ケ
イ
カ
ル
肥
料
（
ケ
イ
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
配
合
飼
料
）
が
事
業
の
三
本
柱
で
、
同
社
の
自
家

用
幌
満
川
第
１
発
電
所
（
最
大
出
力
三
九
一
五
㌔
㍗
）、

同
第
３
発
電
所
（
九
八
一
五
㌔
㍗
）
か
ら
夜
間
五
〇
〇
〇

㌔
㍗
、
昼
間
五
〇
〇
〇
～
五
五
〇
〇
㌔
㍗
を
北
電
に
供
給

し
、
北
電
は
様
似
の
一
部
、
え
り
も
全
域
と
航
空
自
衛
隊

襟
裳
分
屯
基
地
の
電
力
を
賄
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
こ
の
よ
う
な
電
力
供
給
が
他
に
も
あ
る
と
思
い

調
べ
た
が
、
確
認
で
き
た
の
は
様
似
町
の
日
本
電
工
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
読
者
の
情
報
提
供
を
待
ち
た
い
。

　

⑦
北
電
と
一
定
量
の
電
力
を
供
給
す
る
契
約
を
結
ん
で

　
　

い
る
風
力
発
電
事
業
者

　

二
〇
一
〇
年
度
現
在
、
道
内
に
風
力
発
電
施
設
は
五
三

カ
所
あ
り
、
事
業
者
の
内
訳
は
民
間
企
業
三
六
、
国
一
、

自
治
体
一
四
、
電
力
会
社
二
で
、
ほ
と
ん
ど
が
売
電
事
業

と
し
て
設
置
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
時
点
の
合
計

出
力
は
二
五
万
六
七
八
五
㌔
㍗
（
（1
（

。

　

北
電
の
決
算
説
明
会
資
料
に
よ
れ
ば
（
（1
（

、
風
力
発
電
と

の
連
系
は
出
力
二
八
・
五
万
㌔
㍗
（
二
〇
一
一
年
九
月
現

在
）、
上
記
の
合
計
出
力
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

風
力
導
入
の
拡
大
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
事

業
者
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
る
か
公
表
さ
れ
て
い
な
い

が
、原
子
力
百
科
事
典
『
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
』（
ア
ト
ミ
カ
、

（
財
）
高
度
技
術
研
究
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
の
項
目
「
風

力
発
電
」
に
「
北
電
に
売
電
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
発
電

所
名
と
上
記
「
北
電
説
明
会
資
料
」
同
頁
に
載
っ
て
い
る

風
力
連
系
の
分
布
図
か
ら
、
Ｊ
－

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
の
子
会
社

の
ジ
ェ
イ
ウ
ィ
ン
ド
と
（
株
）
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東
京
電
力
六
〇
％
、
豊
田
通
商
四
〇
％

出
資
）
が
主
に
供
給
し
て
い
る
と
類
推
で
き
る
。
そ
れ
ら

も
含
め
、
道
内
の
風
力
発
電
所
一
覧
を
後
掲
表
５
と
し
て

付
し
て
お
く
。

　

⑶　

原
発
な
し
の
北
電
の
電
力
供
給
力

　

さ
て
次
に
「
原
発
な
し
の
北
電
の
供
給
力
」
の
基
礎
数

値
を
求
め
て
み
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
北

電
の
供
給
力
の
全
容
は
、
上
記
の
よ
う
に
デ
ー
タ
は
ほ
ぼ

揃
っ
た
の
だ
が
、
い
ま
だ
不
明
な
箇
所
も
あ
り
確
定
で
き

な
い
。
そ
こ
で
別
の
方
法
で
求
め
て
み
る
。

　

二
〇
一
一
年
六
月
一
〇
日
、
北
海
道
新
聞
朝
刊
は
北
電

の
川
合
副
社
長
の
東
京
で
の
記
者
会
見
に
触
れ
、「
北
電

の
試
算
で
は
、（
泊
原
発
）
１
号
機
と
２
号
機
が
再
稼
働

せ
ず
、
３
号
機
は
運
転
を
継
続
し
た
場
合
、
今
年
一
二
月

の
供
給
量
は
五
七
〇
万
㌔
㍗
と
な
る
」
と
報
道
し
た
。
こ

の
五
七
〇
万
㌔
㍗
か
ら
３
号
機
の
九
一
・
二
万
㌔
㍗
を
差

し
引
く
と
、
原
発
な
し
の
供
給
量
は
四
七
八
・
八
万
㌔
㍗

に
な
る
。
同
年
七
月
四
日
、
道
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で

は
、
金
山
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
参
事
が
、「
一
二
月
の

供
給
力
は
約
五
七
〇
万
㌔
㍗
」
と
同
じ
出
力
数
を
答
弁
し

て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
日
、北
電
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
今

冬
の
電
力
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
電
力
需
給
対
策
」
で
は
、
同

年
一
二
月
の
供
給
力
は
六
二
七
万
㌔
㍗
、
二
〇
一
二
年
一

月
は
六
五
〇
万
㌔
㍗
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
３
号
機

の
九
一
・
二
万
㌔
㍗
を
引
く
と
、
一
二
月
は
五
三
五
・
八
万

㌔
㍗
、
一
月
に
は
五
五
八
・
八
万
㌔
㍗
に
な
る
。

　

筆
者
は
、
北
電
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
て
い
る

「
で
ん
き
予
報
」「
発
電
機
出
力
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
」

を
使
っ
て
基
礎
数
を
求
め
た
（
た
だ
し
数
値
は
日
々
変
動

す
る
の
で
固
定
的
な
基
礎
数
で
は
な
い
こ
と
を
、
読
者
は

留
意
い
た
だ
き
た
い
）。

　

二
〇
一
一
年
一
二
月
一
六
日
の
「
で
ん
き
予
報
」
に

あ
る
「
ピ
ー
ク
時
供
給
力
」
は
六
三
五
万
㌔
㍗
で
、

「
発
電
機
出
力
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
」
の
３
号
機
は

九
四
・
五
万
㌔
㍗
。
六
三
五
万
㌔
㍗
か
ら
九
四
・
五
万
㌔
㍗

を
差
し
引
く
と
五
四
〇
・
五
万
㌔
㍗
に
な
り
、
こ
れ
が
泊

原
発
３
号
機
分
が
な
い
場
合
の
発
電
量
と
な
る
。

　

だ
が
、「
で
ん
き
予
報
」
の
補
足
説
明
の
「
主
な
火
力
・

原
子
力
発
電
所
の
停
止
状
況
に
つ
い
て
」
で
、
北
電
自
前

の
有
力
な
発
電
源
で
あ
る
「
苫
小
牧
火
力
発
電
所
１
号

機
（
二
五
万
㌔
㍗
）
は
定
期
検
査
中
（
二
〇
一
一
年
一
〇

月
一
日
～
一
二
月
下
旬
）」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も

し
苫
小
牧
火
発
１
号
機
が
稼
働
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
前

出
の
二
〇
一
一
年
四
～
九
月
の
火
力
平
均
設
備
利
用
率
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四
三
・
七
％
を
掛
け
て
一
〇
・
九
万
㌔
㍗
の
供
給
量
を
加
算

で
き
る
。
合
計
す
る
と
五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
、
こ
れ
が
筆

者
の
求
め
た
暫
定
的
「
原
発
な
し
の
北
電
の
供
給
力
」
の

基
礎
数
で
あ
る
。

　
２
　
原
発
な
し
の
供
給
力
で
四
月
以
降
の
各

　
　
月
の
需
要
を
賄
え
る
か

　

⑴　

各
月
の
原
発
な
し
の
電
力
供
給
力

　

予
測
に
あ
た
っ
て
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
、

四
月
以
降
の
毎
月
の
原
発
な
し
の
北
電
の
供
給
力
が
常
に

五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
七

月
、
八
月
、
そ
し
て
一
二
月
～
三
月
は
五
五
一
・
四
万
㌔

㍗
で
あ
る
が
、
四
月
～
六
月
、
そ
し
て
九
月
～
一
一
月
は

そ
れ
よ
り
も
低
く
な
る
。
低
く
な
る
理
由
と
ど
の
く
ら
い

低
く
な
る
の
か
を
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
こ
う
。

 

ま
ず
四
月
～
六
月
の
分
か
ら
。
前
出
の
北
電
「
今
冬
の

電
力
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
電
力
需
給
対
策
」（
二
〇
一
一
年

一
一
月
二
日
）
に
は
以
下
の
火
力
・
水
力
設
備
の
補
修
（
停

止
）
期
間
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

①
火
力
発
電
設
備
の
補
修
時
期
の
調
整

・
苫
小
牧
発
電
所
１
号
機
（
二
五
万
㌔
㍗
）
の
定
期
検

査
期
間
を
〇
・
五
カ
月
程
度
短
縮

・
奈
井
江
発
電
所
２
号
機
（
一
七
・
五
万
㌔
㍗
）
の
定

期
検
査
開
始
を
三
月
へ
繰
り
延
べ

・
伊
達
発
電
所
２
号
機
（
三
五
万
㌔
㍗
）
の
中
間
点
検

を
三
月
に
繰
り
延
べ

　

②
水
力
発
電
設
備
の
補
修
時
期
の
調
整

・
新
冠
発
電
所
２
号
機
（
一
〇
万
㌔
㍗
）
の
作
業
停
止

期
間
を
一
〇
日
間
程
度
短
縮

・
滝
里
発
電
所
（
五
・
七
万
㌔
㍗
）
の
作
業
停
止
期
間

を
次
年
度
以
降
へ
繰
り
延
べ

・
富
村
発
電
所
（
四
万
㌔
㍗
）
の
作
業
停
止
期
間
を
次

年
度
以
降
へ
繰
り
延
べ

　

火
力
の
定
期
検
査
は
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
九
四
条

の
二（
定
期
事
業
者
検
査
の
時
期
、
条
文
略
）に
規
定
さ
れ

て
お
り
、
検
査
を
怠
れ
ば
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
必
要
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
定
期
検
査
に
要

す
る
期
間
と
、ど
の
く
ら
い
供
給
力
が
減
る
の
か
で
あ
る
。

　

検
査
期
間
は
、
発
電
所
設
備
の
規
模
（
通
常
Ｍ
Ｗ
・
メ

ガ
ワ
ッ
ト
、
一
〇
〇
〇
㌔
㍗
単
位
で
計
ら
れ
て
い
る
）

に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
前
出
の
苫
小
牧
１
号

機
（
二
五
万
㌔
㍗
）
の
場
合
と
同
じ
と
考
え
る
。
期
間

は
一
〇
〇
日
約
三
カ
月
。
苫
小
牧
１
号
機
の
場
合
は

二
〇
一
一
年
一
二
月
に
検
査
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、

四
月
か
ら
の
影
響
は
な
い
。
奈
井
江
と
伊
達
２
号
が

二
〇
一
二
年
三
月
か
ら
定
期
検
査
（
（1
（

に
入
る
と
、
四
月
と

五
月
の
供
給
は
影
響
を
受
け
る
。
両
設
備
合
わ
せ
て
出
力

五
二
・
五
万
㌔
㍗
、
前
出
平
均
設
備
利
用
率
四
三
・
七
％
と

す
る
と
実
質
約
二
三
万
㌔
㍗
。
そ
れ
を
五
五
一
・
四
万
㌔

㍗
か
ら
引
く
の
で
、
四
月
と
五
月
の
原
発
な
し
の
北
電
の

供
給
力
は
五
二
八
・
四
万
㌔
㍗
に
下
が
る
。

　

水
力
発
電
は
、
新
冠
２
号
の
場
合
は
期
間
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
し
、「
一
〇
日
間
程
度
短
縮
」
と
あ
る
。

ま
た
滝
里
と
富
村
の
場
合
は
「
次
年
度
」
と
あ
る
。
こ

れ
ら
す
べ
て
を
四
月
か
ら
、
火
力
発
電
の
定
期
検
査
に

よ
る
停
止
と
同
じ
よ
う
に
、
一
〇
〇
日
約
三
カ
月
、
と

し
て
扱
っ
て
み
る
。
そ
う
す
る
と
、
水
力
も
四
月
、
五

月
、
六
月
に
影
響
す
る
。
三
水
力
発
電
所
の
出
力
合
計

一
九
・
七
万
㌔
㍗
に
前
出
水
力
設
備
利
用
率
四
七
・
四
％
を

掛
け
る
と
、
実
質
九
・
三
万
㌔
㍗
。
四
月
、
五
月
は
こ
れ

を
五
二
八
・
四
か
ら
引
く
の
で
、
原
発
な
し
の
北
電
の
供

給
力
は
五
一
九
・
一
万
㌔
㍗
。
六
月
は
五
五
一
・
四
か
ら
引

く
の
で
五
四
二
・
一
万
㌔
㍗
と
な
る
。

　

次
に
九
月
～
一
一
月
の
分
。
二
〇
一
一
年
九
月
一
〇
日

の
北
海
道
新
聞
朝
刊
に
「
来
夏
（
注
・
二
〇
一
二
年
夏
）

原
発
の
全
面
停
止
に
加
え
、
苫
東
厚
真
火
発
４
号
機
（
出

力
七
〇
万
㌔
㍗
）
が
補
修
（
注
・
定
期
検
査
）
に
入
る
た

め
、
供
給
不
足
に
転
じ
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
こ

れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、「
来
夏
」
は
い
つ
の
こ
と
を
指
す

の
か
が
問
題
に
な
る
。
当
然
、
電
力
需
要
の
少
な
い
月

に
行
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
九
月
か
ら
一
一
月
の
三
カ

月
と
想
定
す
る
。
４
号
機
の
出
力
七
〇
万
㌔
㍗
の
平
均

設
備
利
用
率
を
前
出
同
様
四
三
・
七
％
と
す
れ
ば
、
実
質

出
力
は
三
〇
・
六
万
㌔
㍗
。
こ
れ
を
原
発
な
し
の
供
給
力

五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
か
ら
差
し
引
く
と
九
月
～
一
一
月
は

五
二
〇
・
八
万
㌔
㍗
に
な

る
。

　

原
発
な
し
の
供
給
力
を

整
理
す
る
と
表
６
の
よ
う

に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
を
、
過

去
二
年
（
二
〇
一
〇
年
と
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二
〇
一
一
年
）
の
各
月
の
需
要
実
績
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

予
測
し
て
み
る
。
北
海
道
の
電
力
需
要
は
冬
期
間
が
多
く

な
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
時
期
の
二
つ
に
分
け
る
。
そ
の

際
用
い
る
資
料
は
次
の
二
つ
で
あ
る
（
（1
（

。

　

一
つ
は
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
過
去
の
電
力
需

要
実
績
」
の
う
ち
の
「
北
海
道
電
力
」（
こ
れ
に
は
、
二

カ
年
の
六
月
二
〇
日
～
七
月
、
八
月
、
九
月
一
日
～
二
二

日
、
一
二
月
の
各
月
各
日
の
最
大
需
要
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
一
月
一
日
～
二
月
八
日
分
は
二
〇
一
一
年
と

二
〇
一
二
年
の
分
。
し
か
し
六
月
一
日
～
六
月
一
九
日
と

一
〇
月
、
一
一
月
、
二
月
九
日
～
三
月
、
四
月
、
五
月
分

は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
）。

　

も
う
一
つ
は
、
北
電
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
過
去
の
電
力

使
用
状
況
デ
ー
タ　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」（
こ
れ
に
は
、

二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
二
年
分
が
各
月
各
日
各
時
間
で
記

録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
う
ち
の
二
〇
一
〇
年

と
二
〇
一
一
年
分
を
使
う
）。

　

⑵　

春
か
ら
秋
ま
で
の
電
力
需
要（
４
月
～
11
月
）

　

四
月
（
原
発
な
し
の
供
給
力
五
一
九
・
一
万
㌔
㍗
）
か
ら

み
て
み
よ
う
。
二
〇
一
〇
年
の
最
大
需
要
は
四
七
六
万
㌔

㍗
。
次
い
で
四
七
〇
、
四
六
九
、
四
六
三
万
㌔
㍗
が
各
一

日
ず
つ
。
あ
と
の
一
一
日
は
四
五
〇
万
㌔
㍗
台
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
の
四
月
の
需
要
で
、
四
五
〇
万
㌔
㍗
を
超
え

た
の
は
二
日
だ
け
で
、四
五
一
万
㌔
㍗
と
四
五
三
万
㌔
㍗
。

今
年
の
四
月
の
需
要
が
二
〇
一
〇
年
と
同
じ
だ
と
す
れ
ば
、

予
備
力
（
（1
（(

率
）は
二
日
だ
け
八
・
三
％（
四
三
・
一
万
㌔
㍗
）、

九
・
五
％
（
四
九
・
一
万
㌔
㍗
）
と
な
り
、一
〇
％
（
五
一
・
九

万
㌔
㍗
）
を
下
回
る
が
、こ
れ
は
許
容
範
囲
内
で
あ
ろ
う
。

　

五
月
（
同
五
一
九
・
一
万
㌔
㍗
）
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
が
あ
り
需
要
は
低
い
。
最
大
需
要
は
二
〇
一
〇

年
が
四
五
一
万
㌔
㍗
、
二
〇
一
一
年
が
四
三
二
万
㌔
㍗
。

四
〇
〇
万
㌔
㍗
を
超
え
た
の
は
二
〇
一
〇
年
が
二
五
日
、

二
〇
一
一
年
が
二
一
日
。
今
年
も
過
去
二
年
と
同
じ
よ
う

な
需
要
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

六
月
（
同
五
四
二
・
一
万
㌔
㍗
）
は
、
二
〇
一
一
年
の

最
大
需
要
は
四
二
九
万
㌔
㍗
。
二
〇
一
〇
年
に
一
日
だ
け

四
七
一
万
㌔
㍗
と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
予

備
力
は
一
三
・
一
％
（
七
一
・
一
万
㌔
㍗
）。
過
去
二
年
ほ

ぼ
連
日
四
〇
〇
万
㌔
㍗
を
記
録
し
て
い
る
が
、
四
五
〇
万

㌔
㍗
に
な
る
日
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
年
も
大
丈
夫
だ
ろ

う
。

　

七
月
（
同
五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
）。過
去
二
年
の
七
月
は
、

六
月
同
様
、
毎
日
午
後
六
時
前
後
に
四
〇
〇
万
㌔
㍗
を
超

え
る
が
、
最
大
需
要
は
二
〇
一
〇
年
が
四
七
〇
万
㌔
㍗
、

二
〇
一
一
年
が
四
六
八
万
㌔
㍗
で
あ
る
。
今
年
も
同
じ
傾

向
を
辿
る
と
す
れ
ば
、
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
。

　

八
月
（
同
五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
）
は
、
過
去
二
年
と
も

暑
さ
ゆ
え
連
日
四
三
〇
万
㌔
㍗
～
四
七
〇
万
㌔
㍗
で
推

移
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
最
大
需
要
は
、
最
高
気

温
三
三
・
八
度
の
八
月
一
一
日
、
四
八
三
万
㌔
㍗
を
記

録
。
北
電
が
珍
し
く
公
表
し
、
翌
日
の
北
海
道
新
聞
朝

刊
が
「
記
録
的
な
電
力
需
要
」
と
報
じ
た
。
し
か
し
実

は
、
二
〇
一
〇
年
の
残
暑
厳
し
い
八
月
三
〇
日
の
方
が
高

く
、
五
〇
六
万
㌔
㍗
で
あ
っ
た
。
昨
年
七
月
二
九
日
の
政

府
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
決
定
、
別
添
１
の
⑵
電
力

各
社
の
当
面
の
電
力
需
給
と
電
源
別
供
給
力
」
が
見
込
ん

だ
五
〇
六
万
㌔
㍗
は
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
も
し
仮
に
本
年
八
月
下
旬
が
一
昨
年
と
同
じ
よ
う
に

残
暑
厳
し
い
と
し
て
も
、
五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
で
乗
り
切

れ
る
だ
ろ
う
。
二
〇
一
〇
年
の
最
大
需
要
五
〇
六
万
㌔

㍗
と
二
〇
一
一
年
の
同
四
八
三
万
㌔
㍗
の
予
備
力
は
八
・

二
％
（
四
五
・
四
万
㌔
㍗
）
と
一
二
・
四
％
（
六
八
・
四
万

㌔
㍗
）。
予
備
力
八
・
二
％
は
少
し
気
に
な
る
が
、
一
昨
年

五
〇
〇
万
㌔
㍗
を
超
え
た
の
は
こ
の
三
〇
日
と
二
九
日

（
五
〇
一
万
㌔
㍗
）
の
二
日
だ
け
。
許
容
範
囲
内
で
あ
ろ

う
。

　

九
月
（
同
五
二
〇
・
八
万
㌔
㍗
）
は
、
過
去
二
年
と
同

じ
よ
う
に
残
暑
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
前
・
中
半
に

前
出
二
〇
一
一
年
九
月
一
〇
日
の
北
海
道
新
聞
が
報
じ
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た
「
苫
東
厚
真
火
発
４
号
機
の
補
修
に
よ
る
供
給
力
不

足
」
の
不
安
が
的
中
し
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う
日
が

二
〇
一
一
年
に
は
二
日
（
九
月
一
日
と
一
六
日
）
あ
っ
た
。

両
日
の
最
大
需
要
は
と
も
に
四
八
五
万
㌔
㍗
。
予
備
力
は

六
・
九
％
（
三
五
・
八
万
㌔
㍗
）
で
八
％
（
四
一
・
七
万
㌔
㍗
）

を
下
回
っ
て
い
る
。
あ
と
の
二
八
日
は
予
備
力
一
〇
％

（
五
二
・
一
万
㌔
㍗
）
以
上
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
だ
が

二
〇
一
〇
年
の
場
合
は
、
一
日
か
ら
一
七
日
の
間
に
最
大

需
要
五
〇
五
万
㌔
㍗
を
筆
頭
に
予
備
力
八
％
を
下
回
る
日

が
八
日
も
あ
っ
た
。
大
き
な
不
安
材
料
で
あ
る
。
そ
の
後

一
八
日
か
ら
月
末
ま
で
は
予
備
力
一
〇
％
以
上
の
日
が
続

い
た
と
は
い
え
、
本
年
九
月
が
二
〇
一
〇
年
と
同
様
に
残

暑
の
場
合
、
前
・
中
半
に
は
次
項
３
の
い
ず
れ
か
の
対
処

策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

一
〇
月
（
同
五
二
〇
・
八
万
㌔
㍗
）
は
気
温
が
下
が
っ

て
く
る
の
で
、
二
〇
一
一
年
の
最
大
需
要
は
四
六
九
万
㌔

㍗
。
今
年
も
同
じ
で
あ
れ
ば
、
三
一
日
間
予
備
力
一
〇
％

を
ほ
ぼ
確
保
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
二
〇
一
〇
年
の
場

合
は
月
末
三
日
間
（
二
六
日
、
二
七
日
、
二
八
日
）
の
需

要
が
四
八
六
万
㌔
㍗
、
四
八
八
万
㌔
㍗
、
四
九
〇
万
㌔
㍗

と
予
備
力
八
％
を
下
回
る
日
が
続
い
た
。
寒
暖
の
状
況
を

み
な
が
ら
、
次
項
３
の
い
ず
れ
か
の
対
処
策
が
必
要
か
も

し
れ
な
い
。

　

一
一
月
（
同
五
二
〇
・
八
万
㌔
㍗
）
は
、
過
去
二
年

間
の
需
要
実
績
か
ら
み
て
、
ほ
ぼ
全
月
次
項
３
の
い
ず

れ
か
の
対
処
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
と

二
〇
一
一
年
の
最
大
需
要
は
そ
れ
ぞ
れ
五
二
八
万
㌔
㍗
と

五
二
四
万
㌔
㍗
。
五
二
〇
・
八
万
㌔
㍗
の
供
給
で
は
賄
え

な
い
。
さ
ら
に
、
予
備
力
が
八
％
（
四
二
万
㌔
㍗
）
に
と

ど
か
な
い
需
要
（
四
七
八
万
㌔
㍗
以
上
の
需
要
）
の
日
が
、

二
〇
一
〇
年
に
は
一
五
日
、
二
〇
一
一
年
に
は
一
一
日
も

あ
り
、
し
か
も
、
月
初
め
か
ら
月
末
ま
で
分
散
し
て
あ
る
。

　

⑶　

冬
期
間
の
電
力
供
給
（
一
二
月
～
三
月
）

　

冬
期
間
四
カ
月
の
原
発
な
し
の
供
給
力
は
五
五
一
・
四
万

㌔
㍗
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
北
海
道
で
最
も
電
力
需
要
の
多

い
こ
の
期
間
を
賄
え
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
言
っ
て

し
ま
え
ば
、「
三
月
の
二
〇
日
ま
で
は
賄
え
な
い
」で
あ
る
。

　

一
二
月
を
み
て
み
る
。
二
〇
一
〇
年
の
最
大
需
要
は

五
六
一
万
㌔
㍗
。
そ
れ
を
含
め
、
五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
の

予
備
力
八
％
（
四
四
・
一
万
㌔
㍗
）
を
保
て
な
い
日
が

二
一
日
あ
る
。
予
備
力
九
％
（
四
九
・
六
万
㌔
㍗
）
を
保

て
る
日
は
わ
ず
か
三
日
。
一
〇
％
（
五
五
・
一
万
㌔
㍗
）

を
保
て
る
日
は
七
日
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の
最
大
需
要

は
五
五
八
万
㌔
㍗
。
予
備
力
八
％
を
保
て
な
い
日
は
二
四

日
。
九
％
を
保
て
る
日
は
二
日
、
一
〇
％
を
保
て
る
日
は

わ
ず
か
に
五
日
で
あ
る
。
今
年
の
一
二
月
も
こ
の
傾
向
は

変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
次
項
３
の
い
ず
れ
か
の
対

処
策
が
必
須
で
あ
る
。

　

一
月
も
同
様
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
最
大
需
要
は

五
五
二
万
㌔
㍗
。
そ
れ
を
含
め
、
予
備
力
八
％
を
保
て
な

い
日
は
二
〇
日
。
予
備
力
九
％
を
保
て
る
日
は
わ
ず
か
に

二
日
。
予
備
力
一
〇
％
を
保
て
る
日
は
九
日
。
二
〇
一
一

年
の
場
合
は
、
最
大
需
要
は
五
七
九
万
㌔
㍗
（
（1
（

。
予
備
力

八
％
を
保
て
な
い
日
は
二
六
日
。
予
備
力
九
％
を
保
て
る

日
は
一
日
の
み
。
予
備
力
一
〇
％
を
保
て
る
日
は
四
日
で

あ
る
。
来
年
の
一
月
も
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ

う
か
ら
、次
項
３
の
い
ず
れ
か
の
対
処
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

二
月
も
同
じ
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
最
大
需
要
は

五
六
九
万
㌔
㍗
。
そ
れ
を
含
め
、
予
備
力
八
％
を
保
て
な

い
日
は
二
一
日
。予
備
力
九
％
を
保
て
る
日
は
一
日
だ
け
。

予
備
力
一
〇
％
を
保
て
る
日
は
六
日
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
の
場
合
は
、最
大
需
要
五
六
三
万
㌔
㍗
。
そ
れ
を
含
め
、

予
備
力
八
％
を
保
て
な
い
日
は
二
二
日
。
予
備
力
九
％
を

保
て
る
日
が
五
日
で
、
予
備
力
一
〇
％
を
保
て
る
日
は

た
っ
た
の
一
日
で
あ
る
。
来
年
の
二
月
も
こ
の
傾
向
は
変

わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
次
項
３
の
い
ず
れ
か
の
対
処

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

三
月
は
、
前
半
と
後
半
で
傾
向
が
違
う
こ
と
を
過
去
二

年
の
需
要
実
績
が
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
最
大
需
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要
は
五
二
五
万
㌔
㍗
。
こ
れ
を
含
め
予
備
力
八
％
を
保
て

な
い
日
は
八
日
だ
が
、
そ
れ
ら
は
初
・
中
旬
に
集
中
し
て

い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
、
予
備
力
九
％
を
保
て

る
日
が
六
日
、
予
備
力
一
〇
％
以
上
を
保
て
る
日
が
月
末

ま
で
一
七
日
続
い
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
場
合
も
ほ
ぼ

同
じ
で
、
最
大
需
要
は
五
四
五
万
㌔
㍗
だ
が
、
そ
れ
を
含

め
予
備
力
八
％
を
保
て
な
い
日
は
初
・
中
旬
ま
で
の
一
〇

日
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
、
予
備
力
九
％
を
保
て
る
日
が
五

日
、
予
備
力
一
〇
％
を
保
て
る
日
が
月
末
ま
で
一
六
日
続

い
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
来
年
三
月
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ

う
か
ら
、次
項
３
の
い
ず
れ
か
の
対
処
策
が
必
要
な
の
は
、

三
月
一
五
日
ま
で
の
約
二
週
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
３
　
賄
え
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
か
―
不
足

　
　
す
る
電
力
供
給
を
補
う
対
処
策

　

こ
こ
で
第
１
項
で
保
留
し
て
い
た
「
北
電
が
新
た
に
北

電
の
供
給
力
を
増
強
・
補
填
す
る
た
め
に
入
手
す
る
そ
の

他
の
供
給
力
」
を
考
え
た
い
。

　

①
自
家
発
か
ら
の
購
入
と
需
要
調
整
契
約

　

前
出
の
北
電
『
今
冬
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
電
力
需
給
対

策
』（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
日
）
で
は
、
二
つ
の
増
強

策
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
自
家
発
か
ら
の
電
力
購
入（
七
万

㌔
㍗
）」
と
「
需
要
調
整
契
約
（
九
万
㌔
㍗
）」
が
そ
れ
で

あ
る
。

　

自
家
発
か
ら
の
電
力
購
入
の
七
万
㌔
㍗
は
、
お
そ
ら
く

風
力
発
電
か
ら
の
購
入
だ
ろ
う
。
二
〇
一
一
年
八
月
段
階

で
の
北
電
の
風
力
発
電
の
電
力
購
入
上
限
三
六
万
㌔
㍗

に
対
し
、
実
際
の
購
入
出
力
は
二
九
万
㌔
㍗
な
の
で
、

そ
の
新
規
購
入
分
と
思
わ
れ
る
（
（1
（

。
こ
の
七
万
㌔
㍗
を
原

発
な
し
の
供
給
力
五
五
一
・
四
万
㌔
㍗
に
加
算
す
る
と
、

五
五
八
・
四
万
㌔
㍗
に
な
る
。
し
か
し
新
た
に
導
入
拡
大

さ
れ
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
筆
者
と
し
て
は
、
早

急
に
実
現
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
な
お
、
北
電
は
風

力
発
電
導
入
拡
大
と
し
て
、
道
内
の
風
力
発
電
事
業
者
か

ら
新
た
に
二
〇
万
㌔
㍗
を
買
い
取
り
、
東
京
電
力
に
送
電

す
る
計
画
（「
風
力
発
電
導
入
拡
大
に
向
け
た
東
京
電
力

と
の
共
同
実
証
試
験
」）
が
あ
る
が
、
そ
の
実
証
試
験
は

三
、四
年
後
な
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

需
要
調
整
契
約
の
九
万
㌔
㍗
は
、
大
口
の
電
力
供
給
契

約
先
で
あ
る
王
子
製
紙
（
株
）
苫
小
牧
工
場
（
夜
間
送
電

量
一
三
万
五
〇
〇
〇
㌔
㍗
）
な
ど
へ
の
送
電
量
を
調
整
・

抑
制
し
て
得
る
電
力
で
あ
る
。
筆
者
個
人
と
し
て
は
、
北

海
道
の
経
済
活
動
の
妨
げ
に
な
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、
こ

の
方
法
は
歓
迎
し
た
く
な
い
。

　

②
「
日
本
卸
電
力
取
引
所
か
ら
の
調
達
」
と
「
北
本
連

　
　

系
融
通
電
力
」

　

こ
の
他
に
も
北
電
は
、増
強
・
補
填
策
を
二
〇
〇
五
（
平

成
一
七
）
年
一
一
月
二
日
の
道
議
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
委

員
会
で
示
し
て
い
る
。「（
社
）
日
本
卸
電
力
取
引
所
か
ら

調
達
す
る
」
と
「
北
本
（
き
た
ほ
ん
、
北
海
道
―
本
州
）

連
系
の
融
通
電
力
を
買
う
」
で
あ
る
。
前
者
の
「
日
本
卸

電
力
取
引
所
」
は
、
北
電
や
東
京
電
力
（
株
）
な
ど
八
電

力
会
社
と
電
源
開
発
や
東
京
ガ
ス
（
株
）
な
ど
の
計
五
六

社
が
会
員
と
な
り
、
余
剰
電
力
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
、
入
札

し
て
き
た
者
に
日
割
り
、
あ
る
い
は
特
定
の
期
間
、
電
気

を
売
買
す
る
取
引
所
で
、
北
電
は
こ
こ
か
ら
不
足
分
の
電

気
を
買
え
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
買
う
電
気
の
売
価
は
変
動

し
乱
高
下
す
る
と
い
う
弱
点
が
あ
る
。

　

後
者
の
北
本
連
系
に
よ
る
電
力
融
通
は
、
北
電
に
と
っ

て
容
易
な
方
法
で
あ
る
。
北
電
、
東
北
電
力
、
東
京
電
力

は
全
国
九
電
力
会
社
の
中
で
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
し

て
い
る
。
東
京
電
力
と
東
北
電
力
か
ら
北
電
へ
融
通
、
あ

る
い
は
全
国
の
余
剰
電
力
を
同
じ
経
路
で
北
電
に
融
通
し

て
も
ら
う
二
種
類
が
あ
る
（
（1
（

。

　

こ
こ
か
ら
、
北
電
の
原
発
な
し
の
供
給
力
五
五
八
・
四

万
㌔
㍗
（
新
規
風
力
七
万
㌔
㍗
を
含
む
）
で
は
不
足
す
る

約
四
カ
月
半
（
九
月
・
一
〇
月
の
数
日
、
一
一
月
後
半
、

一
二
月
、
一
月
、
二
月
、
三
月
前
半
）
に
四
〇
万
㌔
㍗
～

六
〇
万
㌔
㍗
を
融
通
し
て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
と
、
供
給

力
は
五
九
八
・
四
万
㌔
㍗
～
六
一
八
・
四
万
㌔
㍗
に
な
る
。

こ
れ
で
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
午
後
五
時
か
ら
六
時

の
一
時
間
記
録
し
た
最
大
需
要
五
七
九
万
㌔
㍗
の
場
合

（
供
給
力
を
六
一
八
・
四
万
㌔
㍗
と
す
る
と
、
予
備
力
は

三
九
・
四
万
㌔
㍗
で
六
・
四
％
）
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
不

足
分
を
補
え
る
の
で
は
な
い
か
（
注
・
本
稿
の
最
終
校
正

は
本
年
二
月
一
三
日
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
日
ま
で
の
最
大

需
要
は
二
月
二
日
と
一
一
日
の
五
六
八
万
㌔
㍗
。
供
給
力

を
六
一
八
・
四
万
㌔
㍗
と
す
る
と
、
予
備
力
は
五
〇
・
四
万

㌔
㍗
で
八
・
二
％
で
あ
っ
た
）。

　

こ
の
よ
う
に
供
給
不
足
を
補
う
の
は
本
州
か
ら
の
電

力
融
通
が
容
易
な
方
法
だ
が
、
買
取
費
用
に
は
莫
大
な
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支
出
を
伴
う
。
だ
が
北
電
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら

九
月
ま
で
東
京
電
力
に
六
〇
万
㌔
㍗
を
融
通
し
、
経
常
収

益
の
う
ち
「
そ
の
他
収
益
」
は
前
年
同
期
の
約
五
倍
、

三
一
八
億
一
四
〇
〇
万
円
も
の
増
収
と
な
っ
た
（『
平
成

二
三
年
度
第
２
四
半
期
（
四
～
九
月
）
決
算
に
つ
い
て
』

３
単
独
決
算
の
概
要
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
七
日
、

北
電
）。 

そ
し
て
北
電
は
現
在
も
東
北
電
力
に
三
〇
万
～

四
〇
万
㌔
㍗
の
送
電
融
通
を
続
け
て
い
る
（
（1
（

。
今
度
は
東

京
電
力
に
、
否
、
東
京
電
力
に
電
気
代
を
支
払
っ
て
い
る

利
用
者
に
、
こ
れ
ま
で
得
た
収
益
を
返
す
つ
も
り
で
電
力

を
融
通
し
て
も
ら
っ
て
も
、
北
電
株
主
は
誰
も
異
を
唱
え

ま
い
。

　

③
火
力
電
力
所
の
焚
き
増
し

　

も
う
一
つ
、
こ
の
収
益
を
別
の
形
で
生
か
し
、
な
お
か

つ
、
足
り
な
い
電
力
供
給
力
を
補
填
す
る
方
法
が
あ
る
。

そ
れ
は
、「
火
力
発
電
所
の
焚
き
増
し
」
と
い
う
方
法
だ
。

こ
れ
は
前
出
の
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
一
一
月
二
日

の
道
議
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
委
員
会
で
北
電
参
考
人
が
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、「
ミ
ド
ル
・
ピ
ー

ク
火
力
」
（
（2
（

で
あ
る
苫
小
牧
発
電
所
１
号
機
（
出
力
二
五
万

㌔
㍗
）、
知
内
発
電
所
（
出
力
七
〇
万
㌔
㍗
）、
伊
達
発
電

所
１
号
機
・
２
号
機
（
合
計
出
力
七
〇
万
㌔
㍗
）、
砂
川

発
電
所
（
二
五
万
㌔
㍗
）
は
、
ほ
ぼ
最
大
出
力
を
出
す
フ

ル
稼
働
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
本
稿
で
は
、
火
力

の
平
均
設
備
利
用
率
四
三
・
七
％
で
発
電
量
を
計
算
し
て

き
た
。
こ
の
四
機
の
利
用
率
を
、
供
給
力
不
足
が
予
想
さ

れ
る
約
四
カ
月
半
、
フ
ル
稼
働
と
ま
で
い
か
な
く
て
も
、

六
〇
％
、
七
〇
％
、
八
〇
％
の
利
用
率
に
し
た
ら
、
約

三
〇
万
㌔
㍗
、
五
〇
万
㌔
㍗
、
七
〇
万
㌔
㍗
増
え
る
こ
と

に
な
る
。
七
〇
万
㌔
㍗
増
え
れ
ば
、
先
の
最
大
需
要
量

五
七
九
万
㌔
㍗
の
ケ
ー
ス
が
再
び
三
度
起
こ
っ
て
も
、

八
％
の
予
備
力
は
十
分
確
保
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
融

通
電
力
を
買
う
必
要
は
な
い
。
筆
者
と
し
て
は
北
電
に
、

そ
の
時
々
の
需
要
の
変
動
に
合
わ
せ
て
こ
の
火
力
四
機
の

利
用
率
を
調
整
す
る
と
い
う
対
処
策
を
望
み
た
い
。

　

た
だ
し
、
筆
者
は
「
焚
き
増
し
」
が
最
良
唯
一
の
方
法

と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、こ
う
い
う
選
択
肢
も
あ
る
、

と
言
っ
て
い
る
の
だ
。「
焚
き
増
し
」
に
は
、
重
油
・
天

然
ガ
ス
・
石
炭
の
購
入
の
た
め
新
た
な
支
出
が
か
か
る
。

費
用
の
増
加
は
先
の
収
益
で
幾
分
か
で
も
抑
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
無
理
な
使
い
方
を
す
れ
ば
、
故
障
・
破
損

も
起
こ
り
か
ね
な
い
。
そ
の
時
は
、「
融
通
」
に
頼
ら
ざ

る
を
得
ま
い
。
さ
ら
に
、
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
抑

制
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
炊
き
増
し
」

を
実
行
す
る
場
合
は
、
北
電
の
専
門
家
の
十
分
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、
泊
原
発
三
機
が
全
停
止
し
た
場
合
で
も
、「
北

電
の
供
給
力
」で
何
と
か
凌
げ
る
こ
と
を
試
算
し
て
み
た
。

　
お
わ
り
に

　

本
稿
の
「
試
算
」
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
現
在
の
北

電
お
よ
び
そ
の
他
の
事
業
者
が
所
有
す
る
発
電
源
の
最
大

出
力
を
基
に
行
っ
た
も
の
な
の
で
、
二
〇
一
二
年
九
月
か

ら
二
・
五
万
㌔
㍗
に
な
る
と
さ
れ
る
北
電
森
地
熱
発
電
所

の
最
大
出
力
は
現
在
の
五
万
㌔
㍗
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
四
月
と
九
月
に
廃
止
が
予
定
さ

れ
て
い
る
北
海
道
企
業
局
の
二
股
発
電
所
と
Ｊ

－

Ｐ
Ｏ
Ｗ

Ｅ
Ｒ
の
桂
沢
水
力
発
電
所
（「
北
電
二
〇
一
一
年
度
供
給

計
画
の
概
要
」
四
頁
参
照
）
も
現
状
の
ま
ま
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
点
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
筆
者
は
、
北
電
そ
の
他
が
数
年
後
に
建
設
を
計
画

し
て
い
る
大
容
量
の
水
力
・
火
力
（
天
然
ガ
ス
）
発
電
所

建
設
に
つ
い
て
一
切
触
れ
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
原
発
な
し

の
供
給
力
を
考
え
る
場
合
、
初
年
度
を
ど
う
凌
げ
る
か
が

も
っ
と
も
大
事
と
の
思
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
点
も
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
本
稿
は
、
福
島
原
発
事
故
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
、
爾
来
専
門
外
の
電
気
を
勉
強
し
て
き
た
筆
者
に
よ
る

も
の
な
の
で
、
不
備
・
不
足
あ
る
い
は
誤
り
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
本
稿
が
、
読
者
の
議
論
の
一

助
に
な
れ
ば
、
望
外
の
喜
び
で
す
。二

〇
一
二
年
一
月
一
日

　

謝
辞

　

本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
、
経
済
産
業
省
北
海
道
経
済
産

業
局
や
北
海
道
電
力
の
担
当
者
、
そ
の
他
の
電
気
事
業
者

お
よ
び
自
家
発
電
所
を
有
す
る
企
業
の
方
々
に
は
、
電
話

で
の
問
い
合
わ
せ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
親
切
に
お
教
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 ＜

つ
ぼ
い 

ち
か
ら
・
札
幌
学
院
大
学
名
誉
教
授(

平
和
学)

＞
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［
注
］

（
１
）　

北
電
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
で
ん
き
予
報
」
「
発
電
機
出
力

リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
」
の
発
電
機
出
力
グ
ラ
フ
に
「
泊

発
電
所
で
は
定
格
熱
出
力
一
定
運
転
を
採
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
発
電
機
出
力
が
定
格
電
気
出
力
を
上
回
る
場
合
が

あ
り
ま
す
」
と
記
述
し
て
あ
る
補
足
説
明
を
参
照
。

（
２
）　

経
産
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
二
〇
一
一
年
八
月

一
七
日
、
３
号
機
の
定
期
検
査
修
了
書
を
北
電
に
交
付
し

た
。
定
期
検
査
は
電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
九
一
条
で

「
定
期
検
査
が
終
了
し
た
日
以
降
一
三
月
を
超
え
な
い
時

期
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

設
備
利
用
率
の
出
し
方
は
、
実
際
の
発
電
量
（
㌔
㍗

時
）
÷
認
可
さ
れ
た
最
大
出
力
×
そ
の
期
間
の
時
間
数
×

一
〇
〇
％
。
北
電
「
二
〇
一
二
年
三
月
期
第
２
四
半
期

（
四
～
九
月
）
決
算
説
明
会
」
参
考
資
料
一
〇
頁
の
数
値

を
こ
の
数
式
に
当
て
は
め
て
算
出
し
た
。

（
４
）　

経
産
省
北
海
道
経
済
産
業
局
の
「
総
発
電
電
力
量
実

績
」
の
項
目
の
書
き
方
が
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
三

月
か
ら
変
更
さ
れ
、
北
海
道
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
火
力
発
電
量
は
従
来
の
「
卸
電
気
事
業
者
・
火
力
」
項

目
か
ら
「
自
家
発
・
火
力
」
項
目
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
他
社
の
火
力
発
電
量
と
混
在
し
、
計
算
基
数
が
分
か

ら
な
い
た
め
。

（
５
）　

経
産
省
北
海
道
経
済
産
業
局
の
「
総
発
電
電
力
量
実

績
」
で
は
、
ほ
く
で
ん
エ
コ
エ
ナ
ジ
ー
の
発
電
量
は
「
自

家
発
・
水
力
」
項
目
に
含
ま
れ
、
他
社
の
水
力
と
混
在
し

て
い
て
、
計
算
基
数
が
分
か
ら
な
い
た
め
。

（
６
）　

北
電
の
よ
う
な
「
一
般
電
気
事
業
者
（
全
国
九
電
力
会

社
）」
に
電
気
を
作
り
卸
す
（
売
る
）
事
業
者
の
こ
と
。
他

に
日
本
原
子
力
発
電
（
株
）
が
あ
る
。

（
７
）　

北
電
は
落
札
し
た
個
々
の
風
力
発
電
事
業
者
お
よ
び
そ

れ
ら
か
ら
の
売
電
量
を
公
表
し
て
い
な
い
の
で
、
計
算
基

数
が
分
か
ら
な
い
た
め
。

（
８
）　

二
〇
一
〇
年
二
月
二
二
日
道
議
会
経
済
委
員
会
で
の
報

告
お
よ
び
二
〇
一
〇
年
八
月
三
〇
日
「
平
成
二
二
年
度
道

営
電
気
事
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
」
参
照
。

（
９
）　

北
海
道
企
業
局
発
電
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
成
二
三
年

度
道
営
水
力
発
電
所
の
発
電
実
績
（
二
〇
一
一
年
一
一
月

現
在
）
」
参
照
。

（
10
）　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
「
我
が
国
に

お
け
る
電
気
事
業
を
め
ぐ
る
現
状
」二
一
頁
「
②
卸
電
力
市

場
の
構
造
変
化
―IP

P

（
独
立
系
発
電
事
業
者
）
の
動
向
」

参
照
。

（
11
）　

こ
れ
ら
の
数
値
は
、「
平
成
二
二
年
度
北
海
道
に
お
け
る

風
力
発
電
の
現
状
と
課
題
」
五
頁
、
一
一
頁
、
二
〇
一
一

年
九
月
二
九
日
、
経
産
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
、
北
海

道
産
業
保
安
監
督
部
。

（
12
） 「
二
〇
一
二
年
三
月
期
第
２
四
半
期
決
算
説
明
会
」
五
〇

頁
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
日
、
北
海
道
電
力
。

（
13
）　

伊
達
発
電
所
２
号
機
の
「
中
間
点
検
」
は
、
「
定
期
検

査
」
と
同
じ
も
の
と
し
て
扱
っ
た
。
た
だ
し
、
筆
者
は
中

間
点
検
は
定
期
検
査
の
期
間
よ
り
短
い
と
推
測
す
る
。

（
14
）　

こ
の
他
の
資
料
と
し
て
、
北
海
道
経
済
部
産
業
振
興
局

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
「
電
力
需
給
の
見
通
し
（
過
去
の

実
績
・
月
別
実
績
の
推
移
、
最
大
３
日
平
均
電
力
）
」
が

あ
る
。
こ
こ
に
は
、
二
〇
〇
九
年
度
お
よ
び
二
〇
一
〇
年

度
の
各
月
、
二
〇
一
一
年
度
の
四
月
～
九
月
の
各
月
の
最

大
３
日
平
均
電
力
の
数
値
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

予
備
力
（
率
）
と
は
、
万
一
用
の
電
力
で
、
需
要
の
急

増
や
発
電
機
の
ト
ラ
ブ
ル
停
止
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

通
常
、
供
給
力
全
体
の
八
～
一
〇
％
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。

（
16
） 　

前
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
の
一
月
の
想
定
値

五
七
九
万
㌔
㍗
は
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
の
最
大
需

要
五
七
八
・
八
万
㌔
㍗
を
四
捨
五
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

（
17
）　
『
風
力
発
電
導
入
拡
大
に
向
け
た
実
証
試
験
の
実
施
に
つ

い
て
』
（
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
、
北
電
）
二
頁
「
北

海
道
に
お
け
る
風
力
発
電
の
導
入
状
況
」
に
は
導
入
上
限

三
六
万
㌔
㍗
に
対
し
、
同
年
八
月
現
在
の
導
入
実
績
は

二
八
・
五
万
㌔
㍗
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
二
〇
一
二

年
三
月
期
第
２
四
半
期
決
算
説
明
会
」
（
二
〇
一
一
年

一
一
月
二
日
北
電
）
参
考
資
料
五
〇
頁
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
―
風
力
⑴
」
の
「
風
力
発
電
の
連
系

可
能
性
」
に
は
既
連
系
二
九
万
㌔
㍗
、
計
画
七
万
㌔
㍗
、

合
計
三
六
万
㌔
㍗
と
あ
る
。
筆
者
は
後
者
の
七
万
㌔
㍗
を

採
用
し
た
。

（
18
）　

電
力
会
社
相
互
の
融
通
に
つ
い
て
電
気
事
業
法
第
二
八

条
（
電
気
事
業
者
相
互
の
協
調
）
は
次
の
よ
う
に
定
め
て

い
る
。
「
電
気
事
業
者
は
、
電
源
開
発
の
実
施
、
電
気
の

供
給
、
電
気
工
作
物
の
運
用
等
そ
の
事
業
遂
行
に
当
た

り
、
広
域
的
運
営
に
よ
る
電
気
事
業
の
総
合
的
か
つ
合
理

的
な
発
達
に
資
す
る
よ
う
に
、
卸
供
給
事
業
者
の
能
力
を

適
切
に
活
用
し
つ
つ
、
相
互
に
協
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
。
前
者
の
融
通
を
「
北
本
（
き
た
ほ
ん
、
北
海
道
―

本
州
）
連
系
融
通
」
、
後
者
を
「
全
国
融
通
」
と
い
う
。

前
者
の
融
通
限
度
は
現
在
の
と
こ
ろ
六
〇
万
㌔
㍗
。

（
19
）　

北
電
は
「
本
州
へ
の
融
通
」
と
し
か
書
か
な
い
が
、

東
北
電
力
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
は
「
東
京
電
力
（
全
国

融
通
）
か
ら
四
〇
万
㌔
㍗
、
北
電
か
ら
四
二
万
㌔
㍗
」

（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
一
日
）
、
「
東
京
電
力
（
全
国

融
通
）
か
ら
三
〇
万
㌔
㍗
、
北
電
か
ら
三
〇
万
㌔
㍗
」

（
二
〇
一
一
年
一
二
月
九
日
）
と
融
通
先
を
明
記
し
て
い

る
。

（
20
）　
「
ミ
ド
ル
」
と
は
、
ピ
ー
ク
に
最
大
出
力
、
そ
の
他
の
時

間
帯
は
需
要
に
合
わ
せ
た
出
力
で
運
用
で
き
る
仕
組
み
。

「
ピ
ー
ク
」
と
は
、
ピ
ー
ク
時
に
燃
料
費
が
安
く
な
る
よ

う
に
制
御
し
、
そ
の
他
の
時
間
は
停
止
ま
た
は
最
低
出
力

で
運
用
で
き
る
仕
組
み
。
「
ミ
ド
ル
・
ピ
ー
ク
火
力
」
と

は
、
そ
の
両
方
の
仕
組
み
を
備
え
て
い
る
火
力
発
電
所
の

こ
と
。
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